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　　 これまでのあゆみ

　本県で「なぎなた」がスポーツとして始まったのは、昭
和40年４月に中島義和氏の指導のもと、出雲女子高等学
校（現出雲北陵高等学校）になぎなた部が創部されての
ことである。その後、昭和46年８月に竣工間もない県立
武道館を会場に全日本なぎなた連盟学校体育なぎなた
西部地区指導者講習会が開催されたことを契機に、県立
武道館の協力を得て、同年９月４日、会長に水谷鑑氏、
理事長に中島義和氏、事務局長に石倉泰氏が就任し本
連盟が結成された。以降、普及講習会や練成会が開催
されて新しいなぎなたが普及するようになり、昭和49年
には島根県体育協会への加盟を果たした。
　また、昭和49年には全日本大学・全国高等学校選手
権大会が本県で開催され、全日本なぎなた連盟のご指
導のもと、成功を収めた。そして昭和57年の島根くにび
き国体では、なぎなた競技が公開競技として初めて実施
されることとなった。全日本なぎなた連盟をはじめ、県
体協、大社町（会場地）の皆様に多大なお力添えをいた
だき大会は盛会裏に終了。本県選手団も団体総合6位入
賞を果たすことができたが、この大会は全日本なぎなた
連盟にとっても記念すべき国体となった。
　国体終了後、平成２年に本連盟に加入した野津有生子氏
（旧姓 宮本）をはじめ、選手として国体や中国大会で活躍
した荒木ゆう子氏、橋垣糸氏、平井美和氏らが熱心に小
中学生の指導にあたり普及に努めていたが、平成７年、出
雲北陵高等学校に板垣勇氏が赴任してからは競技力が飛
躍的に向上し、高校選手が全国高校総体や国体で勝ち進
み、注目を浴びるようになった。そして平成11年には板垣
氏が都道府県対抗大会公開競技で、教え子の布施茜選手
が全国高校総体で県勢初となる優勝を果たした。本連盟
から優勝者を輩出したのは昭和57年の成田登代子氏以来
であったが、師弟揃っての日本一という快挙となった。
　この年以降、個人では安喰愛選手の皇后杯全日本選手
権３連覇、龍澤瑠梨子選手の全国高校選抜大会、全国
高校総体での春夏連覇をはじめ、小学生や大学生の大
会でも多くの優勝者を輩出。また団体でも、全国高校総

体、国体、都道府県対抗大会、全日本学生選手権大会、
全国中学生なぎなた大会等で優勝を果たした。加えて、
板垣勇、安喰愛、井上美代の３選手が日本代表として世
界大会にも出場し、個人・演技・団体で優勝あるいは準
優勝している。
　令和７年、本連盟は創立55年目を迎えるが、現在の本
連盟があるのは歴代役員の皆様の長年にわたる献身的な
ご尽力、選手諸君の熱意と努力、更には全日本なぎなた
連盟、県立武道館、県スポーツ協会をはじめとする関係
の皆様のご理解と力強いご支援の賜物である。役員一
同、今後とも力を合わせ、心身ともに調和のとれた人材
の育成を目指す、素晴らしいなぎなたの伝統文化を継承
していきたい。

　　 現在の状況

　平成23年に40周年を迎えて以降、本連盟の中心となっ
てご尽力いただいた役員の皆様の退任もあり、若い世代
が理事に就任してきている。長らく連盟を牽引いただい
た水谷勲会長は令和４年３月末を持って退任され、同年
４月からは水谷厚志氏が会長に就任し、現在は野津理事
長のもと、出雲北陵高等学校の卒業生達が連盟の運営
に努めるとともに、選手としても練習に励みながら若い
選手の指導・育成を熱心に行っている。

　　 これから

　選手の活躍を支えるために、財政や大会役員の確保と
いった運営面での一層の充実が必要である。加えて、少
子化の中、いかに競技人口を増やしていくか、指導者や
活動場所をどう確保するかが大きな課題となっている。
　今後、本県では令和７年に全国高校総体、令和12年に
は国民スポーツ大会が開催されるが、関係の皆様のご協
力をいただきながら、選手育成・大会準備に努めていき
たい。

島根県なぎなた連盟

連盟創立40周年記念島根県なぎなた大会

　　 これまでのあゆみ

　島根県銃剣道連盟は、成相安信会長の下、役員、競
技者が一丸となり銃剣道の発展のため尽力してきた。平
成25年以降若い役員の採用、平成30年以降は若い指導
者の不足の解消と選手育成のための講習会、各種大会参
加に力を入れてきた。
　銃剣道は武道の中でもマイナーな競技であり、近年は
競技者の新規獲得も難しい中、令和２年の新型コロナウ
イルス蔓延による練習や大会の自粛、中止が相次ぎ、指
導者、選手の育成もなかなか進まない状況が続いていた
が、令和５年の鹿児島国体において高校生が８位入賞の
快挙を収め、今後の競技の発展の可能性を見せてくれた。

　　 現在の状況

　現在の指導者と若い競技者の育成に重点を置き、活動
を行っている。指導者育成においては40代以下を中心と
した新たな指導者を育成し、選手個々の才能を伸ばす指
導方法を身に付けるべく、各種講習会に参加している。
選手育成において高校生選手が栃木、鹿児島国体でブ
ロック大会を突破して本大会に２年連続で出場し、鹿児
島国体においては25年ぶりに８位入賞し競技を盛り上げ
てくれた。

　　 これから

　現在、2030年島根かみあり国スポに向け、連盟一丸
となり開催のための準備と上位入賞のための選手の育成
を進めている。新たに銃剣道を始める競技者の確保と銃
剣道を長く続けてもらうためにどうするべきか、またガバ
ナンスコードの遵守、指導者の育成等、すべきことをしっ
かり行って島根県銃剣道連盟を盛り上げ運営していきた
い。

島根県銃剣道連盟

令和５年度国民体育大会島根県予選大会

▲
競技説明

　 　木銃（もくじゅう）と呼ばれる長さ166㎝の木製の銃
形をした用具を使用し、相手と突き合って勝敗を競う競
技です。
　・ 日本の伝統的古武道である槍術を源流としているため
「突き技」を基本とします。

　・ １チーム３人の団体戦で行われ、５分間の３本勝負で、
２本先取した者が勝ちとなります。

▲

競技の魅力等
　 　銃剣道は、胴・喉・肩・小手などを突くことによりによ
り勝敗を決める競技であり、「突き」を決めるために相
手の木銃を叩き逸らす「払い」などの多彩な応じ技とス
ピード感ある試合が魅力です。他の競技に比べて試合展
開が早く、「突き」を決めるための技の応酬や試合の駆
け引きも奥深く見て楽しめる競技です。




